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自転車の利用者増加による周辺住居環境への影響及び対策について 

  

（仮称）経堂複合施設整備計画により、地区会館と出張所等が合築した場合、既存の地区会館利

用者に加え、出張所等の利用者が来庁することになり、これまでと比較し利用者が増加することが予測され

ます。（予測値については説明資料３参照） 

特に自転車の利用者増加による周辺の住居環境や交通安全への影響が検討事項となっております。本

紙では、その影響と対策についてまとめたものをお示しするとともに、本計画において、設計上可能な範囲で

検討し対策に努めて参ります。 

 

予測される影響 

・施設利用を伴わない駐輪や放置自転車による交通環境の悪化 

・３～４月ごろの出張所利用者が増加する繁忙期に、駐輪需要が収容台数を上回った場合、自転車が

周辺に滞留し、通行や施設運営に支障をきたす恐れがある 

・駐輪場からの飛び出しによる交通事故 

 

予測される課題（影響）に対する対策 

No. 課題 対策 

１ 
施設利用を伴わない駐輪や放

置自転車 

・正面口や駐車場付近に駐輪禁止路面シート 

を設置する 

・身障者用駐車場へのコーン等の設置 

・施設利用者以外の駐輪は禁止する案内を掲示する 

２ 
駐輪場の収容台数を超える自

転車利用者が来庁した場合 

・駐輪台数は約５０台を想定しており、既存地区会館の駐輪

台数よりも多く設置できるよう検討する 

・施設南側を臨時駐輪スペースとして一時的に開放する 

・経堂南自転車等駐車場など近隣の駐輪場を案内する 

（駐輪禁止路面シート） 
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３ 
駐輪場からの飛び出し等による

交通事故 

・駐輪場の出入口を集約し、急な飛び出しやあふれ出ることが

無いよう抑制する 

・駐輪場の門扉付近に進入抑止ポールを設置し、自転車の乗

車走行及び飛び出しを防止する 

・門扉付近に飛び出し注意喚起掲示する 

※なお、当該道路は放置禁止区域に該当するため、放置禁止を周知する路面シートの設置が可能であ

る。また、放置自転車が確認された場合には即日撤去が可能な区域である。 

 

開庁時間外のセキュリティーについて 

地区会館の休館日を除き、複合施設の開庁時間は午前８時３０分～午後１０時までとなり、その時

間内であれば敷地内に駐輪・駐車、施設利用など可能です。 

一方、時間外は駐輪場の不正利用や目的外利用者などの侵入を防ぐため、一定のセキュリティーをかけ

る必要があり、北側敷地を除き、フェンスの門扉部分を施錠する運用を検討しています。 


